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合計 1 32 13 合計 10 23 14

◎：スターター　／　○：出場 ／3P：3点シュート成功本数　／　2P：2点シュート成功本数　／　FT：フリースロー成功本数　
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第５試合　１５：００～Ｃコート大会１日目ひたちなか市総合運動公園体育館

　第1P、両チームともにハーフコートマンツーマンでゲームスタート。市柏は、リバウンドからの速攻、連続３ｐなど⑤小山を中心に得点し流れを
つかもうとする。対する駒場は、⑨梅原を起点としたインサイドプレーとアウトサイドへのパスワークなどでディフェンスを動かし25-25の同点で第
1Ｐ終了。
　第2Ｐ、市柏は、開始2分、連続で７得点あげ、駒場はタイムアウト。その直後に、市柏はオールコートマンツーをしかけ相手のミスを誘う。しかし
ながら、駒場⑨梅原が落ち着いてステップインからのシュートやリバウンドなどで地道に得点を重ねる粘りを見せ、市柏6点リードで前半終了。
　第3P、駒場⑥豊島が市柏④林に対し執拗なディフェンスをし、途中1-2-2のゾーンプレスをしかけ、市柏のリズムを狂わそうとする。市柏、終始
リードするもなかなか波に乗り切れず市柏6点差リードは変わらない。
　第4P、市柏の2連続のバスケットカウントでゲームが動き出す。駒場開始1分30秒、早くも後半3回目のタイムアウトを請求、また⑥豊島の負傷
退場により流れが徐々に市柏に。最大１３点差ひらくも、あきらめない駒場は、オールコートでディフェンスをしかけスチール、得点に成功。また
相手のファウルを誘い、残り2分には3点差までおいつきゲームは混沌とする。しかしながら、最後は市柏④林がゲームをコントロールし、結局、
10点差をつけて、市柏がベスト4に進出した。

戦　　　評 　　記入者 ： 長谷川　智子
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